
コンクリート構造物を摩耗や損傷から守る弾性保護材

ラバースチール® 砂防堰堤の長寿命化に貢献する



砂防関係施設の戦略的維持管理

■砂防関係施設の長寿命化計画策定ガイドライン（案）

(H26年6月国交省砂防部保全課)

砂防関係施設の長寿命化計画を策定・運用するための基本的な考え方や手順

(H31年3月国交省砂防部保全課)

ライフサイクルコスト算定に係る考え方が追加され、改定。

■砂防関係施設点検要領（案）(H26年9月国交省砂防部保全課)

砂防関係施設の点検方法、評価方法

既設の砂防えん堤も老朽化が進み、長寿命化が望まれている

点検→健全度評価→優先順位
をつけて対策（ライフサイクルコストを考慮）



ライフサイクルコスト算定に係わる考え方

損傷が軽微な段階で
修繕等を実施

所定の機能及び性能が
確保できなくなった段階で更新

予防保全型維持管理で維持、修繕、改築、更新にかかる
ライフサイクルコストの縮減を図ることを基本とする。

予防保全型

事後保全型





砂防関係施設点検要領（案）



砂防関係施設点検要領（案）
P20 2．砂防設備及び設備
周辺状況等の点検

水通し天端の摩耗

・ゴム鋼板の堤冠保護工
≒ラバースチール工法

ラバースチールの点検手法と
機能評価方法を確立



主な部位の変状レベルの評価基準



砂防えん堤の水通し天端摩耗対策

ラバースチールで対策天端の損傷

高耐久性材料を活用



ラバースチールの構造と特長

頭部ゴム被覆

固定ボルト

固定ボルト座金

防砂シート（ゴムシート）
（幅100mm，厚さ1.5mm）





ラバースチールの特長

▲松本砂防 南股第4号/ダークグレー



摩耗試験（室内実験） 北陸技術事務所 回転ドラム試験耐摩耗性







ラバースチールの設置事例

不透過型砂防堰堤 CONスリット堰堤

取水堰

鋼製セル堰堤 鋼製透過型堰堤



山梨県 御勅使川床固工 長寿命化を実現した補修補強対策

８号床固工

H23年 御勅使川 ８号床固工
H23年 〃 ２号床固工
H25年 〃 ３号床固工
H25年 〃 ４号床固工
H26年 〃 １号床固工
H28年 〃 １１号床固工
R02年 〃 ７号床固工
R02年 〃 １４号床固工
R02年 〃 ５号床固工
R03年 〃 ６号床固工
R03年 〃 １０号床固工



8号床固工

源堰堤

1号
2号

3号 4号
5号

6号

7号

9号

10号

山梨県 御勅使川床固工



施工前状況

石材の流失



床固工 改築 構造



ラバースチールと石材との複合による施工事例

石材

石材 ラバースチール

ラバースチール

アンカーボルト
固定用ゲージ

石張工とコラボ

堰堤名：御勅使川第8号床固工

施主名：山梨県中北建設事務所
（山梨県南アルプス市）



試験結果

■コンクリート（21N/mm2）
平均16.06mm（摩耗比1.0）

■花崗岩
平均15.15mm（摩耗比0.943）

■ラバースチール
平均0.30mm （摩耗比0.019）

コンクリート・石材・ラバースチールの耐摩耗性比較 水噴射試験

コンクリートの

53倍の摩耗耐性



ラバースチール設置 9年後の経過確認



ラバースチール

コンクリート

上流側本床固

下流側垂直壁



御勅使川 ８号床固工 H23年補修 9年経過後の調査報告

６０倍

コンクリート

ラバースチール



不透過型砂防堰堤におけるラバースチールの適用

【改築事例】
関東地方整備局 富士川砂防事務所
稲又第一砂防堰堤



不透過型砂防堰堤におけるラバースチールの適用
【改築事例】



ラバースチール専用型枠
ボルトゲージ設置状況



ラバースチール専用型枠
ボルトゲージ設置状況







ラバースチール専用型枠
ボルトゲージ脱型状況



ラバースチール専用型枠
ボルトゲージ転用状況



ラバースチール専用
防砂シート設置状況



ラバースチール
設置状況



サクションリフター（吸着盤）



ラバースチール設置完了❕



ラバースチール右岸側
設置完了❕



新たな施工方法(一体化施工方法)

型枠に
ラバースチールを

用いる

法面にも
ボルトゲージ(型枠)を

用いる

⇒法面ボルトゲージの脱型が不要に



新たな施工方法(一体化施工方法)

この列にはソケットを
設置しない ボルト穴から目視で確認

コンクリート打設



新たな施工方法(一体化施工方法)

鋼製架台一体化施工フロー

鋼製架台設置

ラバースチール設置

コンクリート打設、養生

法面ボルトゲージの脱型が不要に
なり工数が削減される

天端についてはボルトゲージと同様の施工方法



床固工 スリット型砂防堰堤

コンクリート砂防堰堤 設置事例

沢戸４号床固工

■中部地方整備局 天竜川上流河川事務所

白沢砂防堰堤

■長野県大町建設事務所



波田黒川砂防堰堤

■北陸地方整備局 松本砂防事務所

御池の沢第２床固工

■関東地方整備局 富士川砂防事務所

鋼製透過型砂防堰堤 設置事例

底版コンクリート部 鋼管部



既設 鋼製透過型砂防堰堤
底版コンクリートの補修・施工事例

＜堰堤緒言＞
平成13年12月完成
堰堤高さ 12m
水通し幅 20m
鋼管径 φ609.6mm
鋼管の純間隔 1.34m

＜河川条件＞
渓床勾配 1/19.5（2.94°）
渓床幅 20m
土石流ピーク流量 739m3/s
土石流流速 6.9m/s
最大礫径 1.0m

堰堤名：波田黒川第3号砂防堰堤

施主名：松本砂防事務所
（長野県松本市波田町）

流れ

土砂堆積

左岸 右岸

約3m

流木,土砂礫の堆積

底版コンクリート

コンクリート補修前の鋼製透過型砂防堰堤の状況



底版コンクリートの摩耗状況

鉄筋の露出

摩耗深さ
約90cm

非越流部
コンクリート

鉄筋の露出

・完成から12年経過
・鋼管の周囲や下流側に10～20cm程度の摩耗
・鉄筋の露出と破断
・最大約90cmの摩耗

⇒底版コンクリートの補修の実施

底版コンクリートの摩耗状況



あと施工アンカー定着によるラバースチール設置フロー



堰堤名：南股第４号砂防堰堤

施主名：松本砂防事務所
（長野県北安曇野郡白馬村）

ラバースチール
ダークグレーで補修

底版コンクリートの損傷



底版コンクリートをラバースチールで保護



ラバースチール鋼製スリット 鋼管部保護 施工事例

下流側
上流側

鋼管保護用
ラバースチール

堰堤名：振子沢砂防堰堤

施主名：利根川水系砂防事務所
（群馬県吾妻郡草津町 ）

スリット高：14.5ｍ
水通し幅：20ｍ
鋼管保護用ラバースチール：21基
検討条件：最大礫径＝1.1ｍ

：土石流水深＝2.76ｍ
：土石流流速＝6.82ｍ/sec



鋼管部保護 施工事例②

堰堤名：不動沢第３号砂防堰堤

施主名：福島河川国道事務所
（福島県福島市在庭坂 ）



迫川湯浜砂防堰堤

■東北地方整備局 北上下流河川事務所

鋼製セル堰堤

水通し天端
水叩き部

水通し天端および水叩き部



川辺川第一発電所

■九州電力 人吉土木補修所

水力発電施設

エプロン部

黒坂石ダム

■群馬県企業局 渡良瀬発電事務所

熊沢堰堤

■三峰川電力株式会社



土砂バイパストンネル 呑み口部

小渋ダム

■中部地方整備局 天竜川ダム統合管理事務所



旭高架橋 ６号日立バイパス

■関東地方整備局 常陸河川国道事務所

河川・海岸線の橋脚下部工



犬山頭首工

■農林水産省 東海農政局

水口頭首工

■農林水産省 近畿農政局

取水堰 エプロン部



プレキャストブロックとコラボ
コンクリートブロックと

ラバースチールの一体化による施工事例

アンカー埋設
（型枠コンクリート打設時）

コンクリートブロック

断面概要図

アンカー コンクリート打設

コンクリートブロック
（下流側）

コンクリートブロック
（上流側）

ラバースチール



石積堰堤の改築事例
石積えん堤の水通し天端へ
ラバースチールの適用事例

施工前状況

石材の流失



石積堰堤の改築事例



ラバースチール®

ライフサイクルコスト最小化に貢献

砂防施設は、出水や地震などによる損傷や時間経過に伴う劣化が生じることから、
平成31年3月に改定された「砂防関係施設の長寿命化計画策定ガイドライン（案）」では「長寿命化計画を策定する
にあたっては計画対象区域内の土砂災害に対する安全性を低下させることなく、また個々の施設の適切な維持管理の
両面を考慮し、優先度の高い施設から対策を実施する」とし、その前提として砂防関係施設の点検を通じて、機能お
よび性能の状況を的確に把握しておくことが重要とされています。
当社は昭和57年度に（財）砂防地すべり技術センター殿のご指導により「ゴムと鋼鈑を複合させたハイブリッド構

造」の耐摩耗性・耐衝撃性に優れた弾性保護材「ラバースチール」を開発以来、各種砂防施設の水通天端保護材とし
てご採用いただき砂防関係施設の長寿命化実現（耐久性向上）に貢献してまいりました。
国土交通省北陸地方整備局松本砂防事務所管内の姫川支川浦川においては平成2年度より唐松沢1号砂防ダムをはじめ
として多くの砂防堰堤の水通天端保護材としてラバースチールが設置され最大41年が経過しておりますが、設置後
の施設点検では保護機能に支障を来たすような損傷は認められず現在も機能を維持しているものと判断しております。
これらのラバースチールが設置された砂防施設について「砂防関係施設点検要領(案)」（H31.3国土交通省砂防部

保全課）により健全度評価を行い、その結果より砂防施設の維持管理に係わるライフサイクルコストを算定する一助
になればと考えております。

「砂防関係施設の長寿命化・耐久性向上」




